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2026年 12月期第２四半期（中間期）個別業績予想と実績値との差異 

及び通期個別業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2026年２月９日に公表いたしました2026年 12月期第２四半期（中間期）個別業績予想と、本日公表

の実績値との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 また、第２四半期（中間期）の実績及び最近の業績動向を踏まえ、2026年 12月期通期個別業績予想を下記の

とおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．実績値との差異について 

（１）2026年 12月期 第２四半期（中間期）個別業績予想と実績値の差異（2026年１月１日～2026年６月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 7,142 733 764 504 21.97 

実績値(Ｂ) 7,667 1,114 1,147 772 33.63 

増減額(Ｂ－Ａ) 525 381 383 268  

増減率(％) 7.4 51.9 50.1 53.1  

(ご参考)前期中間期実績 

(2025年12月期第2四半期) 
7,123 718 778 475 20.71 

 

（２）差異の理由 

2026 年 12 月期第２四半期（中間期）の業績につきましては、国内潤滑油市場において、中東情勢等を

背景に低粘度油及び高性能ベースオイルを使用する製品を中心として原材料需給が逼迫し、原材料価格、

物流費及び為替相場の影響によるコスト上昇圧力が継続いたしました。このような事業環境のもと、当社

は安定供給の確保を最優先課題と位置付け、在庫管理の強化、調達対応の最適化及び重点顧客への供給体

制維持に取り組んでまいりました。 

売上高につきましては、期初から３月頃まで販売数量が比較的堅調に推移したことに加え、不安定な原

材料調達環境においても主要製品の供給継続に努めたこと、さらに販売価格改定の効果が一部顕在化した

ことから、前回予想を上回る結果となりました。 

利益面につきましては、販売価格改定による採算改善効果に加え、販売数量を一定水準確保できたこと、

また主要原材料価格上昇の影響が在庫払出し等により当中間会計期間において限定的であったことから、

売上総利益は前回予想を上回る見込みとなりました。さらに、年金資産の運用環境改善に伴う退職給付費

用の減少も寄与したことから、営業利益、経常利益及び中間純利益につきましても前回予想を上回る結果

となりました。 

  



２．業績予想の修正について 

（１）2026年 12月期 通期個別業績予想数値の修正（2026年１月１日～2026年 12月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 15,802 1,666 1,730 1,142 49.74 

今回修正予想(Ｂ) 18,328 1,666 1,730 1,142 49.74 

増減額(Ｂ－Ａ) 2,526 0 0 0  

増減率(％) 16.0 0.0 0.0 0.0  

(ご参考)前期実績 

(2025年 12月期) 
14,689 1,561 1,640 1,050 45.76 

 

（２）修正の理由 

2026 年 12 月期の通期業績予想につきましては、下半期において販売価格改定による一定の効果を見込

んでおります。一方で、中東地域における地政学的緊張の高まり等を背景として、原油価格、主要原材料で

あるベースオイル及び添加剤価格、物流費並びに為替相場の先行きに対する不透明感が高まっております。

特に、グローバルでのベースオイル需給の逼迫、低粘度油及びOEM承認油種における供給制約、並びに競合

他社を含む市場全体での価格改定や出荷制限の動向を踏まえると、下半期における需要動向及びコスト影

響を現時点で合理的に見積もることは困難な状況にあります。 

このため、当社は安定供給の確保及び販売価格の適正化に引き続き取り組むとともに、原材料価格、物

流費及び為替動向等の事業環境の変化を慎重に見極める必要があることから、2026年 12月期の通期業績予

想については売上高のみ見直し、営業利益、経常利益及び当期純利益については現時点では据え置くこと

といたします。 

  

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づくものであり、実際の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 

 


